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巻頭言

着任のご挨拶 薬剤部長　古屋　裕之

　本年4月より静岡医療センターの薬剤部長
に着任致しました古屋と申します。前任地は静
岡てんかん・神経医療センターです。それ以
前は静岡県の天竜や三重県の病院で勤務して
いました。静岡医療センターには12年ぶりに
戻ってくることとなりました。前回はまだ病院名
も国立東静病院だった時代に、私も若く30
代前半で着任して10年間在籍していました。
建て替えによる引っ越しを経験して今の建物と
なり、病院名も現在の静岡医療センターに変
更となった頃でした。当時のことを思い出すと、
我が国もICT化が進み始めるころでインター
ネット環境の普及により携帯電話がPHSから
ガラケー、そしてスマートフォンが発売されて、
皆さんが少しずつ乗り換えていく最中でした。
当医療センターでも、それまで紙のカルテを
使用していて、様々な職種の医療者が閲覧・
記録記載など順番待ちしていた状況から、現
在ではほとんどの医療機関が使用している電
子カルテに移行するタイミングでした。様々な
準備に約1年間労力を尽くしましたが、その
甲斐があっていつでもどの部署からでもすべて
の医療者がスピーディーに情報共有できるこ
とで、待ち時間だけでなく医療の質も大きく前

進したことを実感しました。今思うとこの頃を
皮切りに、病院薬剤師も受動的な薬物治療へ
の貢献から、能動的で目に見える職能を発揮
する医療専門職として期待され始めたと思いま
す。今も時代のニーズの変化とともに、病院
薬剤師に求められる職能は刻 と々かわり、より
幅広く求められています。
　さて現在の2025年度は、地域医療構想や
地域包括ケアシステムの当初目標年度でした。
策定当初には想定できなかったコロナ禍の発
生などもあり、65歳以上の高齢者人口の割
合がピークとなり、労働人口が急激に減少す
る2040年度に向けた新たな構想も議論が進
められております。
12年ぶりの薬剤部はメンバーもすべて入れ替
わり、業務内容も大きく変貌しています。病棟
薬剤業務の充実に加えて、外来診療や周術期
医療への参画、そして、より充実した薬物治
療管理を実践するための、地域医療連携の役
割など、多職種協働による医療の質の向上に
貢献することが期待されます。地域の皆様の
生活に寄与できるように、微力ではございます
が精一杯務めさせていただきますので、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。
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外来診療棟

東病棟

西病棟

駐車場病院玄関

さくら病棟診療科の紹介
放射線科
最先端の放射線治療で 
より良い医療を
ごあいさつ
　皆さま、こんにちは。この春から当院で診療
を始めました放射線科の小久保亮です。浜松医
科大学病院から赴任してまいりました。
　実は私にとって、この地域は特別な思い出が
あります。私の父もかつてこの病院で外科医とし
て勤務していたことがあり、私自身も近くの小学
校を卒業しております。さらに、医師になりたて
の初期研修医時代にも当院でお世話になりまし
た。研修時代には多くの先輩医師から丁寧なご
指導をいただき、医師としての基礎を築くことが
できました。
　その後、放射線治療医としての道を歩むなか
で、静岡がんセンターと浜松医科大学で多くの
経験を積む機会に恵まれました。これらの施設
で得た知識と技術を、今度は地元の皆さまのた
めに活かしたいという思いで、この度当院に戻っ
てまいりました。
　当院の放射線科では、阿部診療部長のリー
ダーシップのもと、明るく元気な雰囲気の中で、
日々の診療に取り組んでいます。患者さま一人
ひとりに、最適な医療をお届けられるように、画
像診断部門と放射線治療部門が緊密に連携し、
質の高い医療の提供に努めています。

進化する放射線治療
　「放射線治療」という言葉から、どのようなイ
メージをお持ちでしょうか？
　放射線治療は長い歴史の中で大きく進化し、
現代では最先端の医療技術として、がんを完治
させるための重要な治療選択肢となっています。
　当院ではアキュレイ社製「ラディザクト」（最
新鋭の高精度放射線治療装置）を導入していま
す。この治療機器により、からだの機能を守り
ながらがんの完治を目指す治療が可能となりま
した。特に、定位放射線治療や強度変調放射
線治療といった高精度治療により、ピンポイント
で正確な治療を実現しています。これにより、治
療による負担を最小限に抑えながら、効果的な
治療を提供することができるようになりました。

　本年2月には治療計画装置を最新版にアップ
グレードし、さらなる安全性と治療精度の向上
を実現しました。

包括的ながん診療体制
　当院では、日本の標準治療に基づいた最新
のがん治療を提供しています。放射線治療は、
化学療法との併用治療や、手術前後の補助療
法、さらには単独での治療など、患者さまの病
状に合わせて様々な場面で活用されています。
　泌尿器科、外科をはじめとする各診療科と緊
密に連携し、患者さま一人ひとりの状態に合わ
せて最適な治療法を選択しています。特に前立
腺がんや肺がんや直腸がんなどの原発巣に対
する治療はもちろん、オリゴ転移（少数の転移）、
椎体（背骨）の腫瘍、脳転移といった治療が
難しいとされる病変に対しても、高精度放射線
治療を積極的に展開しています。これにより、こ
れまで治療が困難だった病変に対しても、安全
で効果的な治療が可能となりました。

新しい治療の可能性に挑戦
　当院は循環器病センターとしても知られていま
す。実は、放射線治療は、がん以外の病気の
治療にも役立っています。例えば、手術後のケ
ロイドや、バセドウ病の目の症状にも効果があ
ることが分かっています。
　さらに今、日本では重い不整脈の治療に放射
線を使う研究も進められています。まだ研究段
階ですが、将来の新しい治療法として期待が高
まっています。私たちは、このような新しい治療
にもしっかりと対応できるよう、日々勉強を重ね
ています。
　この地域との深いご縁を大切に、これからも
地域の皆さまの健康をお守りできるよう、安心安
全な放射線治療を提供するチームを構築してま
いります。スタッフ一同、心を込めて診療に当
たってまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

放射線科
小久保　亮

3

医療センターNEWS　No.102



トピックス

リハビリテーション科の新しい取り組み!!
　当院では2020年４月よりロボットスーツHALによるリハビリテーション
が行えるようになりました。
　静岡県東部地区での導入は当院が初めてとなります。

HAL（Hybrid Assistive Limb）とは？
　HALは日本発の世界初の装着型ロボットシステムで、生体電位信号を
皮膚に貼ったセンサーで検出し、患者様の「動かしたい」という意思を
読み取ってモーターがアシストすることで、思い通りの動きを再現します。さらに、動作のフィードバック
機能により、脳が動きと感覚を学習し、リハビリ効果を高めます。

対象となる患者様について
　HALは以下の神経・筋疾患の診断を受けた運動機能障害を持ち、歩行機能の低下が生じてい
る患者様に適しています。
	 1、	脊髄性筋萎縮症	 2、	球脊髄性筋萎縮症
	 3、	筋委縮性側索硬化症	 4、	シャルコー・マリー・トゥース病　
	 5、	遠位型ミオパチー	 6、	封入体筋炎　
	 7、	先天性ミオパチー	 8、	筋ジストロフィー
	 9、	HTLV-1関連脊髄症（HAM）	 10、	遺伝性痙性対麻痺

当院でのHALによるリハビリテーションの流れ
	 1.	脳神経内科受診：外来にて医師がHALによるリハビリの適応を評価します。
	 2.	入院と準備：3〜4週間のリハビリ入院をして頂き、開始前に身体評価とHALの適合を確認	

します。
	 3.	リハビリ開始：HALを装着して1回60分程度の歩行練習などを9回実施します。
	 4.	効果判定：9回終了後に身体評価を行い、次回以降の計画を立てます。

ワクワクするリハビリへ
　HALは患者様自身の意思で動作をアシストするため、「自分で動ける」という感覚を取り戻す	
喜びがあります。また、正しい歩行動作が脳神経系に定着することで、HALを外した歩行機能の
改善も期待できます。この革新的なリハビリは、患者様に新たな希望と楽しみを提供します。そして、
一緒にリハビリをさせて頂く私たちリハビリスタッフも患者様の変化にワクワクします。

　当院では医師と専門スタッフが連携し、安全で効果的なHALによるリハビリテーションをご提供
いたします。ぜひご相談ください！！

副理学療法士長
高橋　伸寿
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専門職紹介

手術室紹介
　手術室では麻酔科常勤医師 5名と看護師 28名が各診療科の医師と協働し毎日の手術に
対応しています。手術は外科、心臓血管外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、歯科口
腔外科、眼科、耳鼻咽喉科、形成外科手術など、年間約 2700 件の手術を行っています。
大動脈解離や大動脈瘤、腸閉塞や消化管穿孔などの緊急性の高い手術にいつでも迅速に対
応できるよう 24時間体制をとっています。
　手術室では、特殊な高度医療機器を扱うことも多いため、手術室看護師には高度な専門
性を有した知識・技術に加え観察力と判断力が求められています。医師・看護師だけでな
く専門的な知識・技術を持った多職種がチームで連携して対応し、常に安全でより質の高
い医療を提供できるよう日々自己研鑽に励んでいます。また、手術に関わる医療スタッフ
がカンファレンス（話し合い）を行い患者さんに対する最善のサポート方法を検討し、安
全に手術を受けていただくことができるように努めています。2024 年 12 月からは、ダ
ヴィンチXi が導入され、身体的な負担が少ない腹腔鏡下手術の特徴を生かしつつ、ロボッ
トの機能による支援によって従来不可能とされていた手術操作が可能になりました。
　手術を受ける患者さんやご家族は、不安や緊張があると思います。私たちは少しでも安
心して手術を受けていただくために、患者さんの術前訪問を行い、分からないこと、不安
なことにお答えしながら、得られた情報を手術中の看護計画に役立てています。また、手
術室では患者さんの希望の音楽を流すなど、少しでもリラックスできる環境づくりに心が
けています。
　患者さんが安全・安心・安楽に手術や検査が受けられるように良好な信頼関係を築き、
患者さんやご家族に寄り添った看護が提供できるよう、今後も医師をはじめ多職種と連携
を密にし、「安全で安心できる手術室」を目指して、日々努力してまいります。
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掲 示 板

2025年3月6日 卒業証書授与式が執り行われました2025年3月6日 卒業証書授与式が執り行われました

　令和 8 年度 新入学生を募集しています。
　私たちの学校は全部で 140 病院を有する国立
病院機構が母体です。
　最大の特色は、地域循環器病センターの役割も
担う隣接の母体病院・静岡医療センターをはじめ、
複数の国立病院機構の病院と連携した教育をして
いるところです。
　充実した指導体制と多くの先輩たちの指導の 
もとで看護の知識・技術、そして心の学びを得る
ことができます。
　私たちと一緒に静岡看護学校で看護師を目指し
ませんか ?!
　看護の道に興味がある方、お待ちしています！

70名が卒業しました。
それぞれが新たな一歩を踏み出しました。

看護学校ホームページに学校の 
様子やオープンキャンパス募集等
のニュースを載せています。
是非アクセスしてみてください！
オープンキャンパスの予定
6/14（土）、8/1（金）※

8/16（土）、9/6（土）
※ 8/1は母体病院の見学ができます

2025年3月6日 卒業証書授与式が執り行われました2025年3月6日 卒業証書授与式が執り行われました

第114回看護師国家試験 全員合格しました!!

令和８年度 新入学生令和８年度 新入学生
看護学生募集！看護学生募集！
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地域医療連携室

地域医療連携講演会・交流会を開催しました
　令和7年3月19日（水）、沼津リバーサイドホテルにて「静岡医療センター地域医療連携
講演会・交流会」を開催しました。
　近隣の病院・開業医等の先生方と緊密な医療連携を進めることを目的に毎年開催して
おりましたが、コロナ禍で休止となり、今年は5年ぶりの開催となりました。

　当院が常日頃お世話になっております地域の病院、開業医の先生方にたくさんご参加
いただき、当院のスタッフを含めると145名の参加となりました。会場も人でいっぱいとなり、
地域医療機関の皆様と当院の医師や看護師、相談員などが活発かつ有意義な意見交換を
させていただく事ができました。

　会は講演会と交流会の二部構成で行いました。第一部の講演会では、まず心臓血管外科
部長の内藤医師から、昨年末に当院で整備された、血管連続撮影装置と手術台を組み合
わせた「ハイブリッド手術室」を使用した、カテーテルを用いる大動脈弁置換術について
講演し、続いて外科医長の尾﨑医師から、同じく昨年末導入した「手術支援ロボットDa	
Vinci	Xi」による消化器疾患の手術について講演を行いました。
　第二部の交流会では会食をしながらの名刺交換、情報交換を行うとともに、病院の近況
報告や各科の医師の紹介をさせていただき、顔の見える関係を構築する情報交換会となりま
した。お越しいただいた皆様からも、「多くの方と情報交換ができて良かった」という声を
多数頂きました。

　これからも、地域の医療機関の皆様と緊密に情報交換をさせて頂きながら、ご紹介いただ
いた患者さまに対してより良い医療を提供すべく、医療連携の構築と推進に真摯に取り組んで
参りたいと存じます。
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る
よ
う
に
医
師
確
保
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般

内
科

の
診

療
形

態
の

変
更

に
つ

い
て

呼
吸

器
内

科
糖

尿
病

内
科

内
科

腎
臓

内
科

消
化

器
内

科
脳

神
経

内
科

リウマチ・膠原病内科
眼

科
心

臓
血

管
外

科
外

科
呼

吸
器

外
科

小
児

科
産

婦
人

科
脳

神
経

外
科

A-2
A-4

B-3
A-3

B-4
B-5

A-1
（

再
診

）
A-1

（
初

診
）

B-1
A-6

A-5
B-2

B-3
C-2

C-3
C-4

C-5
C-3

C-6
C-8

C-7
D

-1
D

-2

月

北
野

第1・3・5週のみ
内

科
担

当
医

第2・4週のみ
予

約
の

み

坂
木

予
約

の
み

田
中

片
山

梅
原

相
馬

鈴
木（

達
）

福
島

乳
が

ん
 

専
門

外
来

高
橋

黒
田

火
呼吸器内科担当医

予
約

の
み

有
安

予
約・紹

介
状

の
み

大
西

予
約

の
み

日
向

予
約

の
み

日
向

予
約

の
み

岡
﨑 （

院
長

）
予

約
の

み
波

里
高

木
腫瘍内科 
担当医
伊

澤
松

下
高

城
中

野（
良

）
渡

邉
予

約
の

み
第2・4・5火曜日

守
田

フォ
ロ

ー
外

来
第

1・3火
曜

日
新

槇
黒

田
高

橋

水
糖尿病担当医
予

約・紹
介

状
の

み
辻

林
予

約
の

み
松

田
予

約
の

み
本

間
田

中
飯

田
予

約
の

み
片

山
梅

原
斎

藤
田

中（
雄

）
植

松
山

澤

木
古

屋
予

約
の

み
小

林（
秀

）
予

約・紹
介

状
の

み

若
林

再
診

予
約

の
み

大
西

予
約

の
み

田
中

片
山

梅
原

心臓血管 
外科担当医

後
藤

酒
井

角
末

永
山

澤
高

橋
黒

田

金

本
橋（

典
）

第
1・2・3・5週
峯

下
第

4週
予

約
の

み

糖尿病担当医
予

約・紹
介

状
の

み
内

科
担

当
医

予
約

の
み

堀
川

第
3金

曜
日

予
約

の
み

尚
原

予
約

の
み

松
田

予
約

の
み

鈴
木（

重
）

鈴
木（

重
）

予
約

の
み

片
山

青
木

石
上

外
科

 
担

当
医

尾
﨑

産
婦

人
科

 
担

当
医

黒
田

高
橋

整
形

外
科

耳
鼻

咽
喉

科
泌

尿
器

科
形

成
外

科
放

射
線

科
皮

膚
科

歯
科

口
腔

外
科

循
環

器
内

科
緩

和
医

療
ペインクリニック

D
-3

（
整

形
）

D
-4

（
整

形
）

D
-5

（
整

形
）

E-2
E-5

E-6
F-1

F-1
F-2

F-3
F-4

G
-1

G
-2

G
-3

G
-4

H-1
H-2

H-3
H-4

F-緩
和

医
療

室

月
小

林（
哲

）
予

約・紹
介

状
の

み

佐
藤

予
約・紹

介
状

の
み

小
森

鈴
木（

祥
）

予
約

の
み

診
察

9:00～
10:30

間
庭

予
約

の
み

診
察

9:00～
10:30

苅
部

※
第

3週
は

 
予

約
の

み
杉

山（
彰

）
斎

藤（
寛

）
杉

山（
由

）
輪

番
制

　
予

約
の

み
特

診
日（

第
１

週
）

田
邊

松
田（

龍
）

渡
辺（

允
）

火
渡

邉（
健

）
予

約
の

み
池

田
診

察
9:30

～
11:30

鈴
木（

祥
）

予
約

の
み

間
庭

予
約

の
み

吉
原

小
久

保
斎

藤（
寛

）
杉

山（
由

）
新

井
佐

々
木（

佑
）

千
葉

田
尻

川
中

木
村（

慶
）

國
分

F-5
内

田
（

心
理

）
予

約
の

み

水
大

沢
予

約
の

み
入

江
予

約・紹
介

状
の

み

整
形

担
当

医
予

約・紹
介

状
の

み
横

山
鈴

木（
祥

）
予

約
の

み
間

庭
予

約
の

み
小

久
保

斎
藤（

寛
）

杉
山（

由
）

新
井

佐
々

木（
佑

）
千

葉
田

邊
小

鹿
野

國
分

古
澤

中
央

処
置

室
井

出
（

午
前

）
予

約
の

み

木
入

江
予

約・紹
介

状
の

み

渡
邉（

健
）

予
約・紹

介
状

の
み

荒
井

諏
訪

杉
山（

彰
）

斎
藤（

寛
）

杉
山（

由
）

新
井

（
午

後
）

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

外
来

予
約

の
み

佐
々

木（
佑

）
千

葉
小

杉
第

1･3･5 
木

曜
日

松
田（

龍
）

田
尻

田
邊

中
島

F-5
内

田
（

心
理

）
予

約
の

み

金
小

林（
哲

）
予

約・紹
介

状
の

み

佐
藤

予
約・紹

介
状

の
み

荒
井

診
察

14:00
～

16:00
受

付
14:00

～
15:30

鈴
木（

祥
）

予
約

の
み

間
庭

予
約

の
み

奥
原

第
2・4

金
曜

日
の

み
予

約
の

み
小

久
保

斎
藤

（
寛

）

本
田

第3週金曜のみ
予

約
の

み
診

察
14:30

～
15:30

杉
山（

由
）

新
井

予
約

の
み

佐
々

木（
佑

）
千

葉
佐

々
木（

剛
）

渡
辺（

允
）

川
中

小
鹿

野


